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花と緑と水のまち
宮崎県 三股町

88 三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「 当日券」は販売しないことがあります。
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今
年
の
夏
は
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
残
そ
う

●料　金／無料（事前申込み不要）
●会　場／三股町立文化会館　ホール
●主　催／三股町、三股町教育委員会
●お問合せ／
　三股町立文化会館　℡0986-51-3462
　https://bunka.town.mimata.lg.jp

１回目：午前11時開演／２回目：午後2時開演
（開場は開演の20分前）

演出／永山智行演出／永山智行
出演／みまた座20期生（31名）出演／みまた座20期生（31名）
　　　劇団こふく劇場　　　劇団こふく劇場

「みまた座20期生」

試演会
三股町立文化会館で20年間続く、子ども
達のための演劇ワークショップ「みまた座」！
６月に始まり、「みまた座20期生」の初めて
のお試し公演が開催されます。元気いっぱ
いの子ども達の劇をお楽しみください！

三股の子どもたちによるほのぼの演劇公演！三股の子どもたちによるほのぼの演劇公演！

三股町立文化会館が毎年 6 月から 3 月にかけて開く小中高生対
象の演劇ワークショップ。平成 16 年に旗揚げし今年 20 年目。延
360 人（実 141 人）が在籍。演劇監督に永山智行（劇作家、演出家、
劇団こふく劇場）を迎え、指導は三股町立文化会館フランチャイズ
カンパニーである劇団こふく劇場の劇団員が担う。

毎年３月に上演する本公演の作品は、前年度戯曲講座受講生の
中から町民の一人が書き下ろすなど、その存在は連結を誇る創造
系事業の中核を成す。丁寧に時間をかけ構築した一連の事業群は

『文化芸術の振興による創造性豊かな地域づくりに特に功績があ
った』と高く評価され、県内の公立文化施設としては初めてとなる
｢平成 24 年度地域創造大賞（総務大臣賞）｣ の受賞に至った。みま
た座は三股町立文化会館の基本理念 ｢思い 育み 知の創造｣ の姿そ
のものであり、大切な宝である。

みまた座みまた座とは？とは？

8月6日（日）
日時日時（2回公演）（2回公演）

民謡革新
■日時
　令和5年10月5日（木）19時開演（100分）　※開場は、開演の３０分前
■出演
温故知新：石井秀弦（津軽三味線）・上之園謙治（ドラム・パーカッション）
遠山淳（キーボード・アレンジ）・有村航平（チェロ）
吉浦三貴子（民謡唄い手）
賛助出演：石井秀英・石井秀彩（津軽三味線）

■曲目
　俵積み唄、おてもやん、田原坂、刈干切唄、津軽じょんから節　他
■チケット料金
一般 2000円（当日同料金）・ペア3500円（前売りのみ）
大学生以下 1000円（当日同料金）・未就学児入場無料
※全席自由　※親子室が利用できます
※大学生以下は、入場の際「学生証」の提示をお願いすることがあります
※前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります

■会場／三股町立文化会館
（〒889-1901�宮崎県北諸県郡三股町大字樺山 3404-2）　
■主催／三股町、三股町教育委員会
■お問い合わせ・チケット取扱・ご予約
　三股町立文化会館　電話0986-51-3462
　【ＷＥＢ】https://bunka.town.mimata.lg.jp

伝統の技と革新の音。
温故知新が奏でる新たな音楽をお楽しみください。

〜現代に甦る古典民謡〜

温故知新

チケット販売開始
８月５日㊏

温故知新／上之園�謙治温故知新／上之園�謙治 温故知新／石井�秀弦温故知新／石井�秀弦

遠山　淳遠山　淳有村�航平有村�航平

吉浦�三貴子吉浦�三貴子

石井�秀英石井�秀英 石井�秀彩石井�秀彩
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くいまーる新路線の
実証実験をします



主
に
高
齢
者
、
運
転
免
許
を
持
た
な
い

人
や
通
学
す
る
中
学
生
の
移
動
手
段
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
く
い
ま
ー
る
」。
現
在
、
利
便
性
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
、
新
た
な
路
線
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
ど
の
よ
う
な
検
討

を
し
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

現
在「
く
い
ま
ー
る
」は
、「
樺
山
・
宮

村
・
植
木
コ
ー
ス
」、「
田
上
・
蓼
池
コ
ー

ス
」、「
長
田
・
梶
山
コ
ー
ス
」、「
内
ノ
木

場
・
梶
山
コ
ー
ス
」
の
４
コ
ー
ス
を
運

行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
コ
ー
ス
に
は

買
い
物
や
通
院
な
ど
を
目
的
と
し
た「
生

活
支
援
便
」と
、
主
に
学
生
の
登
下
校
用

を
目
的
と
し
た「
通
学
支
援
便
」が
あ
り

ま
す
。

町
民
の
移
動
手
段
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る「
く
い
ま
ー
る
」で
す
が
、
各
コ
ー

ス
が
独
立
し
、
運
行
す
る
曜
日
や
止
ま
る

場
所
が
違
う
こ
と
で
、
１
度
に
複
数
の
目

的
地
に
行
き
に
く
い
な
ど
の
課
題
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
行
き
た
い
時
間
に
行
き
た
い

場
所
に
行
け
る
、
利
便
性
の
高
い
バ
ス
路

線
と
な
る
よ
う
、
各
コ
ー
ス
と
三
股
駅
で

接
続
す
る「
中
心
市
街
地
循
環
型
路
線
」

を
新
設
す
る
予
定
で
あ
り
、
９
月
１
日
～

30
日
に
実
証
実
験
と
し
て
、
こ
の
路
線
の

無
料
運
行
を
実
施
し
ま
す
。

●�
運
行
日
＝
９
月
の
毎
週
火
曜
・
木
曜
・

金
曜
・
土
曜

●�

運
行
時
間
＝
午
前
８
時
～
午
後
５
時

頃
。
２
台
の
バ
ス
が
15
分
お
き
に
三
股

駅
に
到
着
・
出
発
す
る
予
定
で
す
。

●
運
賃
＝
無
料

●�

そ
の
他
＝
簡
易
の
仮
バ
ス
停
を
設
置
し

ま
す
。

※�

現
在
運
行
中
の
各
コ
ー
ス
は
、
実
証
実

験
の
期
間
中
も
時
刻
表
ど
お
り
に
運
行

し
ま
す
。

平
成
19
年
の
運
行
開
始
以
来「
く
い

ま
ー
る
」は
町
民
に
身
近
な
移
動
手
段
で

あ
り
続
け
て
い
ま
す
。
９
月
の
実
証
実
験

は「
く
い
ま
ー
る
」が
も
っ
と
身
近
な
移
動

手
段
に
な
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。
よ

り
よ
い
路
線
の
再
編
の
た
め
、
実
証
実
験

の
路
線
に
乗
車
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を

参
考
に
、路
線
の
微
調
整
な
ど
を
加
え「
中

心
市
街
地
循
環
型
路
線
」の
令
和
６
年
４

月
か
ら
の
運
行
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に「
く
い
ま
ー
る
」を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
利
用

し
た
こ
と
が
な
い
人
も
、
こ
の
機
会
に
新

し
い
路
線
を
走
る「
く
い
ま
ー
る
」に
乗
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

利
便
性
を
高
め
る
た
め
に

実
証
実
験
の
詳
細

町
民
に
も
っ
と
身
近
な
移
動

手
段
に

くいまーるのご利用案内
●運賃
・運賃は１乗車100円（保護者同伴の未就学児は無料）
・回数券1,000円（100円×12枚綴）
・�フリーパス券2,000円/１ヶ月
※回数券・フリーパス券はバス事務所で発券します。
●乗車方法
・�バスに乗るときは、くいまーるバス停でお待ちく
ださい。
・�区間内の乗りたい場所で運転士に分かるように
手を上げてください。

※�乗車の際は、交差点より離れた場所でお願いします。
●乗り継ぎ
・バス停「ＪＲ三股駅前」→�宮交バス・ＪＲ
●利用上の注意
・道路状況などにより遅れる場合もあります。
・夕方の２便は、季節により出発時間が異なります。
※中学校の部活動の終了時間にあわせているため
●運休
・夏休みや冬休み期間中の夕方２便と年末年始
���（12/31～１/３）
※台風、その他災害の時も運休することがあります。

🅒樺山・宮村・植木コース🅒樺山・宮村・植木コース

🅓長田・梶山コース🅓長田・梶山コース

🅑田上・蓼池コース🅑田上・蓼池コース

内ノ木場・梶山コース内ノ木場・梶山コース

都城市 三股町

役場役場

三股駅三股駅

ひろせひろせ

田中隆内科

江夏整形外科

メディカルシティ東部病院

㈲ひろせ本店

天翔
山下歯科

宮崎銀行
三股支店

五本松住宅跡地

町立文化会館
町立図書館

上米公園

三股駅

町役場
長倉医院

三股中学校 町健康管理センター

都城東高校

早馬公園

三股小学校

肉のなかむら

デイサービス野の花

公共施設・銀行等

公園

医療機関
学校等
商業施設等

宮交バス

結節点＝交通拠点

・１日の便数を増やす
・バス待ちの時間を削減させる
・本当に必要な場所にバス停を置く
・都城市への移動（結節）をスムーズにする

🅐くいまーるの
中心市街地循環型路線について

常時2台のバスで運行。
１台は紫→ピンクのコース
1台はピンク→紫のコースを交互に走行する
2台のバスが15分置きに三股駅に到着・出発予定

🅐

くいまーる新路線の
実証実験をします

現在の「くいまーる」は、全路線どこまで乗っても１回100円で利用できます。
一度降りて、再度乗車すると、また100円が必要です。

降りるバス停に近づ
いたら降車ボタンを
押します。小型バス
はボタンがありませ
んが、乗車時に運転
士が降り先を確認し
てくれます。

整理券を取って、座
席に座ります。

※小型バスの場合は
整理券が無いので、
そのまま座席に座り
ます。

運賃と整理券を入れます。バス横の扉から降ります。

乗りたいバス停で待ちます。バス横の扉が開いたら乗ります。

くいまーるの乗り方について

❶❶ ❷❷ ❸❸

❻❻ ❺❺ ❹❹

【お問い合わせ】
●三股町くいまーるバス事務所
　TEL・FAX 52-0000
【受付時間】
月～金曜日�午前9時～午後5時（年末年始を除く）
土・日曜・祝日�午前9時～午後2時（年末年始を除く）

●総務課 行政係　TEL 52-1112

JR

一心外科医院

ダイレックス三股店

ジャンボ児玉

畠中小児科医院

新馬場公園

三股西小学校

町武道体育館

東歯科医院 はまだ歯科医院

岩下耳鼻咽喉科

みしま内科
クリニック

みどり保育園

とまり内科外科
胃腸科医院

スーパーセンター�トライアル三股店

宮崎太陽銀行
三股支店

ドラッグストア
コスモス樺山店

あさお歯科

ホームクリニックみまた

よしだ眼科クリニック

たけしたこども医院

コメーキング
スペース�コメ

宮崎第一信用金庫
三股支店

JA都城三股支所

第7地区分館

第9地区分館

植木公園

旧山王原児童館

小倉邸

※�コースや時刻表は、確定次第
町役場受付やバス事務所など
で配布するほか、町公式サイト
にも掲載します。

新路線コース図 既存バス停

3 2広報みまた2023.8 広報みまた2023.8



わ
た
し
た
ち
が
生
活
を
す
る
上
で
ど
う

し
て
も
出
て
し
ま
う「
ご
み
」。き
ち
ん
と

分
別
や
処
理
を
し
て
か
ら
捨
て
て
い
ま
す

か
。
今
回
は
、
分
別
や
処
理
を
せ
ず
に
捨

て
る
こ
と
の
危
険
性
を
考
え
ま
す
。

６
月
22
日
の
朝
、
町
内
の
と
あ
る
住
宅

密
集
地
で
、
作
業
員
３
人
が
燃
え
な
い
ご

み
を
ご
み
収
集
車
に
積
み
込
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
の
地
区
で
の
回
収
を
終
え
、
次
の

地
区
へ
移
動
を
始
め
た
と
き
、
あ
る
異
変

が
。
最
初
に
気
が
付
い
た
の
は
運
転
手
で

し
た
。

「
な
ん
か
、ガ
ス
が
臭
わ
ん
け
。」

サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
で
車
の
後
部
を
確
認
す

る
や
い
な
や
急
ブ
レ
ー
キ
！

「
煙
が
出
ち
ょ
る
！
」

急
い
で
荷
箱
を
開
け
、
煙
を
出
す
ご
み

を
外
へ
出
し
、
消
火
剤
を
噴
霧
。
大
事
に

至
る
前
に
火
を
消
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
警
察
や
消
防
の
現
場
検
証

に
よ
っ
て
、
加
熱
式
タ
バ
コ
な
ど
に
使
わ

れ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
と
ス
プ
レ
ー

缶
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
火
災
の
原
因
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

突
然
の
火
事

町
内
で
は
、
ガ
ス
の
残
っ
て
い
る
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
が
原
因
と

み
ら
れ
る
火
災
が
平
成
27
年
に
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
も
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
や
ス
プ
レ
ー
缶
を
原
因
と
す

る
ご
み
収
集
車
や
ご
み
処
理
場
で
の
火
災

が
毎
日
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

①�

危
険
ご
み
が
混
ざ
っ
た
ご
み
を
回
収

す
る
。

②�

収
集
車
で
圧
縮
す
る
際
に
ス
プ
レ
ー

缶
や
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
破
損

す
る
。

③�

可
燃
性
ガ
ス
や
気
化
し
た
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
に
静
電
気
な
ど
か
ら
引
火
し
発
火

す
る
。

今
回
の
ご
み
収
集
車
の
火
災
は
、
正
し

く
分
別
し
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
す
。

本
町
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
燃

え
る
ご
み
」、「
燃
え
な
い
ご
み
」、「
資
源

ご
み（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、白
色
ト
レ
イ
、び

ん
類
、
カ
ン
類
）」を
収
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
使
い
捨
て
ラ

イ
タ
ー
な
ど
の
危
険
ご
み
、
乾
電
池
、
資

源
ご
み（
紙
類
）は
、自
治
公
民
館
の
リ
サ

イ
ク
ル
集
積
所
で
収
集
し
て
い
ま
す
。

ご
み
火
災
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

全
国
で
多
発
す
る
ご
み
火
災

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
を

危険ごみの正しい出し方を再確認しましょう危険ごみの正しい出し方

捨てたら
終わり!?

危
な
い
！

分
ぶん

別
べつ

なしは
分
ふん

別
べつ

無し？

バッテリーを無理やり外すのは、破
損の原因になります。最寄りの回収
協力店での回収をお願いします。

セロハンテープなどで絶縁をしてか
ら、リサイクル集積所または町役場
や販売店などにある回収ボックスに
出してください。

①使い捨てライター
ガス・オイルが残っている場合は、必ず使い
切ってから捨ててください。

②スプレー缶・カセットボンベ
火気のない風通しの良い屋外で中身を出し
切ってから捨ててください。

③リチウムイオン電池
リチウムイオン電池は、携帯電話、スマー
トフォン、デジタルカメラ、モバイルバッテ
リー、加熱式たばこやコードレス掃除機な
ど、身近な小型家庭用電気機器に使われて
います。

④乾電池
ほかの金属や電池と触れると、ショートして
発熱・発火・破裂などの事故が起きる恐れ
があります。

「危険ごみ」としてリサイクル集積所へ
または、赤マジックで｢危険ごみ｣と
書いたごみ袋にいれ、燃えないごみ
の収集日にほかのごみと分けて出し
てください。

　
「
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
み
ま
た
」に
持

ち
込
め
る
ご
み
は
、
燃
え
な
い
ご

み
、
資
源
ご
み
や
危
険
ご
み
で
す
。

こ
こ
で
は
、持
ち
込
ま
れ
た
電
化
製

品
を
分
解
し
て
金
属
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
分
け
た
り
、資
源
ご
み
の
カ
ン

を
処
理
し
や
す
い
よ
う
種
類
ご
と
に

分
別
す
る
こ
と
な
ど
を
、手
作
業
で

行
っ
て
い
ま
す
。

私
も
、ご
み
の
処
理
中
に
危
う
く

け
が
を
し
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
い
つ
も
の
よ
う
に
、
持
ち

込
ま
れ
た
ご
み
を
仕
分
け
る
た
め
、

袋
に
手
を
入
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、

袋
の
中
に
、鈍
く
光
る
も
の
が
見
え

ま
し
た
。何
だ
ろ
う
と
目
を
凝
ら
し

て
み
る
と
、そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
刃

が
む
き
出
し
に
な
っ
た
カ
ミ
ソ
リ
で

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
作
業
は
手
袋
を

着
け
て
行
い
ま
す
が
、も
し
気
付
か

な
け
れ
ば
、
ど
こ
か
を
切
っ
た
り
、

刃
物
を
握
っ
て
大
け
が
を
し
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ご
み
を
正
し
く
捨
て
る
こ
と
は
、

ご
み
を
収
集
す
る
作
業
員
や
処
理
を

す
る
作
業
員
の
安
全
に
つ
な
が
り
ま

す
。
安
心
安
全
な
作
業
の
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

INTERVIE
W

INTERVIE
W

町一般廃棄物最終処分場
職　員

平
ひ ら

木
こ

場
ば

 悟
さとる

さん

６
月
の
車
両
火
災
は
、
運
転
手
の
と
っ

さ
の
判
断
で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
、
煙
に
気
付

か
な
か
っ
た
ら
車
は
全
焼
し
、
作
業
員
も

け
が
を
し
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
車
か
ら
家
に
火
が
燃
え
移
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
み

ま
た
」の
平
木
場
さ
ん
も
、
次
は
思
わ
ぬ

け
が
を
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
ご
み
は
ご
み
袋
に
入
れ
て
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
ば
そ
れ
で
い
い
」、

「
燃
え
る
ご
み
で
も
資
源
ご
み
で
も
な
い

も
の
は
燃
え
な
い
ご
み
」。
そ
ん
な
風
に

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ご
み
は
、
消
え
て
な
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
回
収
か
ら
最
終
的
な
処

理
ま
で
の
工
程
に
は
必
ず「
人
」が
い
ま

す
。
回
収
も
処
理
も
安
心
し
て
行
え
る
よ

う
、
ま
ず
は「
自
分
一
人
く
ら
い
な
ら
、

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
１
本
く
ら
い
な
ら
大
丈

夫
」と
い
う
身
勝
手
な
気
持
ち
を
捨
て
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
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① 【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】さ
つ
き（
有あ

り

馬ま

愛あ
い

莉り

、上か
み

村む
ら

幸さ
ち

代よ

）：
令

和
４
年
度
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

大
会（
１
月
20
日
～
21
日
・
沖
縄
県
）

② 【
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手
】真
格
闘
術
龍
拳
会（
久く

保ぼ

田た

漣れ
ん

大だ
い

、伊い

黒ぐ
ろ

膳ぜ
ん

）：
第
５
回
Ｗ
・
Ｋ
・
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
ア
ス
リ
ー

ト
カ
ッ
プ
本
大
会（
１
月
29
日
・
大
阪
府
）

③ 【
太
鼓
】南
洲
太
鼓
保
存
会「
魁
」（
西に

し

姫き

愛あ

星ら

、西に
し

姫ひ

那な

、

福ふ
く

田だ

琉り
ゅ

海う

）：
第
17
回
全
九
州
・
日
本
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
コ

ン
ク
ー
ル（
12
月
18
日
・
長
崎
県
）

④ 【
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
】都
城
高
等
学
校
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
五
重

奏（
山や

ま

下し
た

弘ひ
ろ

人と

〔
顧
問
〕、和わ

田だ

幸こ
う

志し

郎ろ
う

、清し

水み
ず

一い
ち

護ご

）：
第

48
回
九
州
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト（
２
月
12
日
・
沖

縄
県
）

⑤ 【
サ
ッ
カ
ー
①
】セ
レ
ソ
ン
都
城（
中な

か

山や
ま

新し
ん

吾ご

〔
監
督
〕、早は

や

瀬せ

誉ほ
ま
れ

、
甲か

斐い

蒼あ
お

斗と

、
池い

け

島じ
ま

旺お
う

星せ
い

、
原は

ら

田だ

康こ
う

聖せ
い

、
野の

尻じ
り

泰た
い

我が

、

南み
な
み

太た

空く

廊ろ
う

、
原は

ら

田だ

優ゆ
う

志し

）：
２
０
２
２
年
度
第
17
回
九
州

ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス（
Ｕ
－
13
）サ
ッ
カ
ー
大
会（
３
月
４
日
～

５
日
・
鹿
児
島
県
）

⑥ 【
サ
ッ
カ
ー
②
】太
陽
ス
ポ
ー
ツ
南（
野の

毛げ

珊さ
ん

志じ

、豊と
よ

増ま
す

昂こ
う

、

濵は
ま

田だ

泰た
い

成せ
い

、西に
し

原は
ら

旺お
う

佑す
け

、森も
り

絢は
る

葵き

、森も
り

颯そ
う

葵き

）：
Ｋ
Ｙ
Ｆ
Ａ

２
０
２
３
フ
ジ
パ
ン
Ｃ
Ｕ
Ｐ
第
54
回
九
州
Ｕ
－
12
サ
ッ

カ
ー
大
会（
３
月
11
日
～
12
日
・
福
岡
県
）、２
０
２
３
第

12
回
九
州
地
域
ジ
ュ
ニ
ア
Ｕ
10
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル（
３
月
18
日
～
19
日
・
熊
本
県
）、Ｊ
Ａ
全
農
杯
全
国
小

学
生
選
抜
サ
ッ
カ
ー
in
九
州（
３
月
25
日
～
26
日
・
鹿
児

島
県
）、

⑦ 【
硬
式
野
球
】宮
崎
県
南
ボ
ー
イ
ズ（
高た

か

田だ

瑛え
い

大だ
い

、川か
わ

畑ば
た

陽ひ
な

太た

、
田た

中な
か

琥り
ゅ
う

楽が

）：
第
21
回
日
本
少
年
野
球
西
日
本
選
抜

優
勝
大
会（
３
月
18
日
～
19
日
・
福
岡
県
）

⑧ 【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】堤つ

つ
み

達た
つ

哉や

〔
監
督
〕：
第
35
回
九
州
地
区

中
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会（
３
月
19
日
・

福
岡
県
）

⑨ 【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】坂さ

か

田た

琉る

凪な

：
第
23
回
全
日
本
中
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会（
３
月
24
日
～
26
日
・
長
野

県
）

⑩ 【
バ
ト
ン　
ソ
ロ
ト
ワ
ー
ル
】Ｔ
・
Ｍ
Ｂ
ａ
ｔ
ｏ
ｎ（
花は

な

屋や

結ゆ

莉り

佳か

）：
第
４
回
全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
大
会（
３
月
25
日
～
26
日
・
静
岡
県
）

⑪ 【
将
棋
】上う

え

野の

司し

馬ば

：
公
文
杯
第
48
回
小
学
生
将
棋
名
人

戦
西
日
本
大
会（
３
月
19
日
・
大
阪
府
）

令和４年度スポーツ大会参加等激励金交付団体

「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
み
ま
た
」の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

①

スポーツ大会参加等激励金
を交付しました 令和５年１月～３月に「三股町ス

ポーツ大会参加等激励金」の交付を
受けた皆さんです（敬称略）。この激
励金は、本町のスポーツや文化の振
興、競技力の向上を目的に、県・九州
代表として大会などへ参加する場合
に交付されます（ただし、国民体育
大会、学校体育団体が主催・主管す
る大会や強化合宿・学校活動の一環
として開催される大会は除きます）。②

③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪

ポ
イ
ン
ト
①
▼
ま
ず
は
安
全
の
確
保
！

通
報
者
本
人
が
火
事
や
救
急
の
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
自
身
の
安
全
を
確
認
し
て
か

ら
通
報
を
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
②
▼
正
確
な
場
所
を
伝
え
る
！

い
ち
早
く
消
防
車
や
救
急
車
を
出
動
さ
せ

る
た
め
に
は
、
正
確
な
場
所
の
特
定
が
必
要

で
す
。
は
っ
き
り
と
し
た
住
所
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
近
く
の
目
標
物
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
③
▼�

指
令
員
か
ら
の
問
い
か
け
に

答
え
る
だ
け
！

焦
る
気
持
ち
を
抑
え
て
、
指
令
員
か
ら

尋
ね
ら
れ
る
質
問
に「
ゆ
っ
く
り
・
正
確
に

は
っ
き
り
」と
答
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
く

だ
さ
い
。

通
報
を
受
け
た
指
令
員
と
現
場
に
向
か
う

隊
員
は
別
で
す
。
電
話
で
話
す
間
に
も
、
す

で
に
隊
員
た
ち
は
現
場
に
向
け
出
動
し
て
い

ま
す
。
安
心
し
て
、
指
令
員
か
ら
の
問
い
か

け
に
答
え
、
現
場
の
詳
細
な
状

況
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

救
急
の
日（
９
月
９
日
）を
前
に
、

１
１
９
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト
を

知
ろ
う
！

「
早
く
き
て
！
」で
電
話
を
切
ら

な
い
で

119番通報はバトンの第一走者

消
防
カ
ル
テ

救
急
要
請
時
に
必
要
な
最
低
限
の
情
報

を
、
紙
１
枚
に
ま
と
め
た
最
強
ツ
ー
ル
。

高
齢
者
施
設
な
ど
で
は
、
利
用
者
ご
と
に

こ
の
紙
を
１
枚
準
備
し
て
お
く
だ
け
で
、

焦
ら
ず
に
通
報
で
き
ま
す
。

映
像
伝
送
シ
ス
テ
ム（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
）

通
報
者
の
ス
マ
ホ
で
撮
る
映
像
を
、
指

令
員
や
出
動
隊
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
今
年
４
月
か
ら
本
格
導
入

し
ま
し
た
。

消
防
局
の
新
し
い
２
つ
の
挑
戦
！

119番に通報するとき、突然のことに慌てることがあります。し
かし、誤った情報や早口での通報では、どこで、誰が、どんな状況な
のか分からないため、消防車や救急車の到着や対応が遅れてしまい
ます。迅速な出動やスムーズな現場活動につなげるため、正確な通
報にご協力をお願いします。

●お問い合わせ　都城市消防局指令課　TEL23-2125

TOPIC!!

消防カルテ

NET119

消防バトン
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C U L T U R E

L I B R A R Y

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

「今夜は食べほうだい」本番の様子

三股小学校、鑑賞教室の様子

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

ようこそ図書館へ
三股小学校 2 年生が来館

中学生が職場体験を行いました

異
常
気
象
か
ら
か
、
世
界
中
で

夏
が
暑
く
な
り
、
誰
も
が
涼
を
と

る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
探

し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、
日

本
の
夏
を
涼
し
く
過
ご
す
お
気
に

入
り
の
方
法
の
ひ
と
つ
は
、
か
き

氷
を
食
べ
る
こ
と
で
す
。
い
ろ
ん

な
味
が
あ
り
、
氷
は
い
つ
も
ふ
わ

ふ
わ
。
夏
祭
り
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で

も
、
期
間
限
定
の
デ
ザ
ー
ト
と
し

て
見
掛
け
ま
す
。
日
本
の
か
き
氷

の
よ
う
な
デ
ザ
ー
ト
が
、
私
の
母

国
ア
メ
リ
カ
に
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
が
ス
ノ
ー
コ
ー
ン
で
す
。
見
た

目
は
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
一
番

の
違
い
は
氷
の
作
り
方
で
す
。

か
き
氷
は
大
き
な
氷
の
ブ
ロ
ッ

ク
を
削
っ
て
作
り
ま
す
が
、
ス

ノ
ー
コ
ー
ン
は
氷
の
ブ
ロ
ッ
ク
あ

る
い
は
角
氷
を
細
か
く
砕
い
て

作
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
口
の
中

で
す
ぐ
に
溶
け
て
し
ま
う
か
き
氷

に
比
べ
、
ス
ノ
ー
コ
ー
ン
は
ず
っ

と
硬
く
歯
ご
た
え
が
あ
り
ま
す
。

味
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
が
、
よ

り
や
わ
ら
か
く
、
よ
り
楽
し
く
食

べ
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、
私
は
ス

ノ
ー
コ
ー
ン
よ
り
も
か
き
氷
の
方

が
好
き
で
す
。

こ
の
夏
を
涼
し
く
過
ご
す
た

め
、
家
や
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
い
し
い
か
き
氷
を
食
べ
て
み
る

の
は
い
か

が
で
す
か
。
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三
浦
好
子

窓
越
し
の
面
会
よ
り
も
お
互
ひ
の
手
の
温
も
り
を
伝
え
合
ひ
た
し

生
ま
れ
来
た
理わ

　
け由
な
ど
誰
も
知
る
事
も
聞
く
こ
と
も
な
し
神
様
も
言
は
ず

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
何
か
の
本
に
こ
の
よ
う
な
文
が
あ
り
ま
し
た
。
生
ま
れ
来
た
理
由

が
分
か
れ
ば
頑
張
る
人
と
あ
き
ら
め
の
人
が
い
る
と
思
う
と
恐

い
で
す
ね
。

294

西
畑
よ
し
子

老
人
ホ
ー
ム
に
も
や
っ
と
日
常
の
生
活
が
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
手

を
と
り
合
っ
て
お
互
ひ
が
今
在
る
事
の
幸
せ
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

外国語指導助手のコーナー
わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

に
つ
い
て
職
員
か
ら
話
を
聴
い
た
り
し
ま
し

た
。
児
童
か
ら
は
、
図
書
館
に
つ
い
て
多
く

の
質
問
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
が
図
書
館
で
職
場
体
験

　

６
月
29
日
、
30
日
に
、
志
和
池
中
学
校
の

生
徒
３
人
が
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
窓

口
で
の
図
書
貸
出
・
返
却
業
務
や
、
返
却
本

の
配
架
整
理
、
新
刊
図
書
受
け
入
れ
や
お
す

す
め
本
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
書
き
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。
窓
口
で
は
利
用
者
へ
の
声
掛
け
な
ど
慣

れ
な
い
業
務
に
も
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

「
高
次
脳
機
能
障
が
い
」パ
ネ
ル
展

　

事
故
や
脳
卒
中
な
ど
で
脳
が
傷
つ
き
起
こ

る
認
知
機
能
障
害「
高
次
脳
機
能
障
が
い
」に

つ
い
て
、
県
障
が
い
福
祉
課
提
供
に
よ
る
パ

ネ
ル
展
を
行
い
ま
す
。
原
因
に
気
付
か
ず
生

活
上
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
く
い
る

障
害
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
啓
発
パ
ネ
ル
や

チ
ラ
シ
、
簡
易
自
己
チ
ェ
ッ
ク
表
な
ど
を
設

置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
展
示
期
間
８
月
２
日
（
水
）～
22
日
（
火
）

◆�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

夏
休
み
の
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

　

夏
休
み
の
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
親
子
で
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
わ
い
は
な
し
の
お
は
な
し
会

８
月
９
日
（
水
）

①
午
前
11
時
～
、
②
午
後
３
時
～

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

ア
ニ
メ
映
写
会

劇
場
ア
ニ
メ
「
君
の
膵
臓
を
た
べ
た
い
」

住
野
よ
る
／
原
作（
上
映
時
間
１
０
８
分
）

８
月
17
日
（
木
）
①
午
前
10
時
10
分
～
、

②
午
後
１
時
30
分
～
、
③
午
後
４
時
～

※
事
前
申
し
込
み
不
要

な
つ
や
す
み
の
お
は
な
し
会　

８
月
23
日
（
水
）
午
前
11
時
～

※
事
前
申
し
込
み
不
要

そ
の
ほ
か
、
夏
休
み
お
す
す
め
本
展
示

や
、
読
書
感
想
文
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
課
題

図
書
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

よ
う
こ
そ
図
書
館
へ 

三
股
小
学
校
来
館

　

６
月
20
日
に
三
股
小
学
校
２
年
生
が
図
書

館
を
訪
れ
ま
し
た
。
館
内
見
学
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
楽
し
ん
だ
り
、
図
書
館
の
仕
事

上
演
作
品
は
、
劇
団
こ
ふ
く
劇
場
の｢

き

つ
ね
の
し
あ
わ
せ
図
書
館｣

と
い
う
作
品
で
、

森
の
図
書
館
で
巻
き
起
こ
る
不
思
議
な
お
話

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
体
育
館
が
劇
場
と

な
っ
た
空
間
で
、
目
の
前
で
行
わ
れ
る
俳
優

の
お
芝
居
に
、
笑
っ
て
泣
い
て
感
動
し
て
、

思
い
っ
切
り
演
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
も
、
町
内
の
全
て
の
小
学
校
を
巡
回

し
て
、
12
月
ま
で
の
期
間
で
鑑
賞
教
室
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

三
股
町
立
文
化
会
館
自
主
文
化
事
業

公
演
予
定
（
10
月
～
11
月
）

こ
の
秋
、
町
立
文
化
会
館
で
は
い
ろ
い
ろ

な
公
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
会
場
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

10
月
５
日
（
木
）
音
楽
公
演

　

温
故
知
新
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
民
謡
革
新
」

10
月
22
日
（
日
）
演
劇
公
演

　

劇
団
風
の
子｢

な
る
ほ
ど
堂
も
の
が
た
り
」

11
月
４
日
（
土
）～
５
日
（
日
）
演
劇
公
演

　

Ｐ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｙ(

福
岡)｢

お
ん
た
ろ
う
ズ｣

11
月
18
日
（
土
）～
19
日
（
日
）
演
劇
公
演

　

｢

宮
崎
県
高
等
学
校
演
劇
県
大
会｣

親
子
で
人
形
劇
を
楽
し
む
時
間

６
月
25
日
、
人
形
劇
団
え
り
っ
こ
に
よ

る
、｢

お
お
か
み
ゴ
ン
ノ
ス
ケ
腹
ペ
コ
日
記
・

今
夜
は
食
べ
ほ
う
だ
い｣

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
形
劇
団
え
り
っ
こ
は
、
昭
和
63
年
に
北

海
道
で
設
立
し
た
劇
団
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

ス
タ
イ
ル
の
人
形
を
操
り
、
全
国
の
あ
ら
ゆ

る
場
所
を
劇
場
に
し
て
子
ど
も
も
大
人
も
楽

し
め
る
作
品
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
上
演
し
た
作
品
は
、
絵
本｢

お
お
か

み
ゴ
ン
ノ
ス
ケ
腹
ペ
コ
日
記
・
今
夜
は
食
べ

ほ
う
だ
い｣

を
人
形
劇
に
し
た
も
の
で
す
。

ど
こ
か
間
抜
け
で
憎
め
な
い
、
お
人
好
し

の
お
お
か
み
ゴ
ン
ノ
ス
ケ
が
、
ウ
サ
ギ
を
食

べ
よ
う
と
ウ
サ
ギ
学
園
に
変
装
し
て
侵
入

し
、
ウ
サ
ギ
を
襲
う
と
思
い
き
や
仲
良
し
に

な
る
と
い
う
愉
快
な
物
語
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
か
わ
い
い
人
形
の
コ
ミ

カ
ル
な
動
き
に
引
き
込
ま
れ
、
人
形
劇
を
楽

し
み
ま
し
た
。

鑑
賞
教
室
を
行
い
ま
し
た

６
月
22
日
、
三
股
小
学
校
で
鑑
賞
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「かき氷」

真夏ですね。夏といえば早朝の昆虫採集にワクワク

していたことを思い出します。そんなワクワクを大人に

なって違うカタチでまた体験することになりました。私

たちが立ち上げたゴッタン普及団体「みまたんゴッタン

プロジェクト」。関心を抱く人が増えたことで演奏の場と

して町内や都城市のお祭りに呼んでいただく機会が増え、

皆さんにゴッタンを知ってもらうことで買いたいという

人や弾き方を学びたいという人が増えてきました。その

熱量の高まりが、私たちの念願の一つ、ゴッタン教室の開

催として花開きました。｢ ゴッタ

ンを知ってほしい ｣という小さな

思いが、教室の開催というカタチ

に繋がって行ったことに感動して

います。未来を考えるとワクワク

が一杯で楽しみです。

今月の表紙

『夏祭り�友達みんなで�ハイ、チーズ！』

御年神社の六月灯

７月７日、大鷺巣地区の御年神社で
三股の夏の風物詩、六月灯が行わ
れました。当日は、すみれ保育園
の園児や宮村小の児童が作った絵
灯籠が並んだほか、屋台や舞台で
のイベントなども行われ、多くの人
でにぎわいました。写真に写るの
は、宮村小の６年生です。残念な
がら全員はそろいませんでしたが、
自分たちが作った大灯籠の下で暗
くなる前に撮影。笑顔でポーズを
決めた１枚は、夏の思い出を切り
取ったものになりました。

『今も感じる夏のワクワク』

地域おこし協力隊 江
え

森
もり

　聡
さとし

さん

ライト・デレック
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７
月
２
日
、町
内
一
斉
の
環
境

美
化
活
動「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
み

ま
た
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
時
折
雨
が
降
る
不
安

定
な
天
気
で
し
た
が
、個
人
、民

主
・
福
祉
団
体
、ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
、
企
業
な
ど
約
９
０
０
人
が

参
加
。三
股
橋
下
河
川
敷
下
に
集

ま
っ
た
参
加
者
は
沖
水
川
上
流

域
と
下
流
域
に
分
か
れ
て
ゴ
ミ

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、餅

原
駅
、早
馬
公
園
や
上
米
公
園
な

ど
、各
地
区
で
も
清
掃
活
動
を
実

施
。集
め
ら
れ
た
ご
み
は
、空
き

缶
や
刈
草
な
ど
、約
６
㌧
に
も
上

り
、参
加
者
は
ご
み
の
量
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
み
ま
た

６
月
15
日
、
山
極
春
美
さ
ん

が
、保
護
司
と
し
て
の
長
年
の
活

動
が
認
め
ら
れ
、４
月
29
日
に
藍ら

ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
うを
受
章
し
た
こ
と
を
木
佐

貫
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

保
護
司
は
、罪
を
償
っ
た
人
が

社
会
の
一
員
と
し
て
立
ち
直
り
、

再
犯
な
ど
を
防
ぐ「
更
生
保
護
」と

い
う
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

山
極
さ
ん
は
、平
成
８
年
９
月

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
保
護
司
と

し
て
活
動
。
今
回
は
、
長
年
に
わ

た
り
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
て
の
受
章
と
な
り

ま
し
た
。

保
護
司
と
し
て
長
年
活
躍

山や
ま

極ぎ
わ

春は
る

美み

さ
ん
が
藍ら

ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
う

受
章

「
特
別
変
わ
っ
た
こ
と
を
し
た
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。誰
か
の
役
に
立
て
る
こ
と
が
生
き
が

い
で
す
。こ
の
受
章
を
励
み
に
活
動
を
続
け
ま

す
」山や

ま

極ぎ
わ

春は
る

美み

さ
ん

（
蓼
池
在
住
）

受
章
者

７
月
３
日
、
町
役
場
で
、
第
73

回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」内

閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

が
行
わ
れ
、保
護
司
や
更
生
保
護

女
性
会
な
ど
、関
係
者
約
20
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
取
り
組
み
で
、伝
達
式
終

了
後
は
広
報
活
動
も
実
施
し
ま
し

た
。
同
式
に
先
立
ち
、
町
更
生
保

護
女
性
会
が
町
立
文
化
会
館
と
梶

山
児
童
館
に
啓
発
用
の
七
夕
飾
り

を
展
示
。６
月
16
日
に
は
三
股
中

で
全
校
生
徒
を
対
象
に
宮
崎
保
護

観
察
所
の
種た

子ね

春は
る

華か

さ
ん
が「
身

近
に
潜
む
闇
バ
イ
ト
と
薬
物
」と

題
し
た
講
演
を
行
い
ま
し
た
。講

演
終
了
後
に
は
同
校
図
書
館
で
生

徒
会
役
員
と
保
護
司
が
意
見
交
換

会
を
開
催
す
る
な
ど
、町
全
体
で

社
明
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
で
73
回
目

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

６
月
16
日
～
18
日
、み
ま
た
モ

ノ
づ
く
り
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

（
山や

ま

下し
た

盛も
り

親ち
か

実
行
委
員
長
、６
人
）

が
、
町
武
道
体
育
館
で「
み
ま
た

モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ア
２
０
２
３ 

つ
く
り
び
と
の
カ
タ
チ
を
開
催

し
ま
し
た
。こ
れ
は
、手
作
り
工

芸
品
の
良
さ
を
多
く
の
人
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、本
町
商
工

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

Topics

み
ま
た
モ
ノ
づ
く
り
フ
ェ
ア
２
０
２
３

つ
く
り
び
と
の
カ
タ
チ

「
テ
デ
ィ
ベ
ア
を
製
作
・
販
売
し
て
い
ま
す
。空

が
広
く
落
ち
着
く
ま
ち
で
、楽
し
く
出
店
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ぜ
ひ
来
年
も
出
店
し
た

い
で
す
」

三み

浦う
ら

由ゆ

美み

子こ

さ
ん

（
長
崎
県
）

出
店
者

テ
デ
ィ
ベ
ア
工
房

ゆ
う
べ
あ
ー
ず

「
楽
し
く
て
毎
回
来
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の

工
芸
品
に
目
移
り
し
ま
す
が
、悩
み
に
悩
ん
で

こ
れ
だ
と
思
う
１
品
を
買
い
ま
し
た
」

中な
か

村む
ら

千ち

代よ

子こ

さ
ん

丸ま
る

山や
ま

稲い
ね

子こ

さ
ん

（
都
城
市
在
住
）

来
場
者

今
回
は
、町
内
９
店
を
含
む
59

店
が
県
内
外
か
ら
参
加
。
陶
器
、

布
、木
工
、ガ
ラ
ス
、金
属
、革
な

ど
の
工
芸
品
の
展
示
・
販
売
が
行

わ
れ
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。敷
地
内
に
は
町
商
工
会
に

所
属
す
る
６
店
舗
の
味
が
楽
し

め
る「
み
ま
た
う
ま
い
も
ん
コ
ー

ナ
ー
」も
開
設
。
料
理
、
お
茶
や

コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
に
誘
わ
れ
て

集
ま
っ
た
来
場
者
は
、地
元
の
味

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、三
股
駅
多
目
的
ホ
ー
ル

で
は
、「
思
い
の
カ
タ
チ
」と
し
て

町
文
化
協
会
会
員
に
よ
る
押
し

花
、絵
画
や
写
真
な
ど
の
作
品
を

展
示
。町
物
産
館
よ
か
も
ん
や
で

は
、北
海
道
深
川
市
の
物
産
を
販

売
す
る「
Ｍ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ 

Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｋ
Ｅ
Ｔ
」も
開
催
さ
れ
、
こ
ち
ら

に
も
多
く
の
人
が
足
を
運
ん
で

い
ま
し
た
。

６
月
15
日
、木
下
恵
介
さ
ん
が

木
佐
貫
町
長
に
自
身
の
作
品
集
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

版
画
家
の
木
下
さ
ん
は
、東
京

芸
術
大
学
大
学
院
を
修
了
後
、文

化
庁
在
外
研
修
員
や
東
京
造
形
大

学
美
術
学
科
の
教
授
な
ど
を
歴

任
。
ま
た
、
国
内
外
で
多
く
の
個

展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。退
職
後

の
令
和
４
年
４
月
か
ら
は
長
田
地

区
に
移
住
。作
家
活
動
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
作
品
集
は
、40
年
の
作

家
活
動
と
退
職
を
記
念
に
作
成
さ

れ
た
も
の
で
、町
立
図
書
館
に
も

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

作
家
生
活
の
こ
れ
ま
で
を
１
冊
に

木き
の

下し
た

恵け
い

介す
け

さ
ん
が
作
品
集
を
寄
贈

「
も
う
40
年
も
経
っ
た
の
か
と
い
う
気
持
ち
で

す
。美
術
や
版
画
に
興
味
の
あ
る
人
に
、
参
考

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

木き
の

下し
た

恵け
い

介す
け

さ
ん

（
長
田
在
住
）

版
画
家

Topics

三
股
の
夏
の
風
物
詩

各
地
で
六
月
灯
や
夏
祭
り
を
開
催

町
内
の
夏
を
彩
る
六
月
灯
や

夏
祭
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

六
月
灯
と
は
、旧
暦
の
６
月
、梅

雨
が
明
け
た
夏
の
盛
り
に
無
病

息
災
や
五
穀
豊
穣
を
祈
る
祭
り

で
、現
在
で
は
踊
り
や
灯
籠
の
奉

納
、花
火
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。今
年
は
、７
月
７
日
の

御
年
神
社
を
皮
切
り
に
、町
内
各

地
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
市
地
区
で
は
、
７
月
15
日

に
今
市
児
童
遊
園
で「
今
市
夏
祭

り
」を
開
催
。
各
支
部
に
よ
る
焼

き
そ
ば
な
ど
の
出
店
の
ほ
か
、ス

テ
ー
ジ
で
は
ラ
ム
ネ
早
飲
み
競

争
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、会
場
は

訪
れ
た
人
の
笑
顔
や
笑
い
声
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
地
区
で
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
る
祭
り
に
は
地
区
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、久
し
ぶ
り

の
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。８
月
も
各
地
で

夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

（東植木）夏まつり （東植木）夏まつり （御年神社）夏まつり

（御年神社）夏まつり（今市）夏まつり
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相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●�

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●�

宮
崎
県
女
性
相
談
所

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●
警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

● 

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●
町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●
町
役
場
総
務
課
行
政
係

☎
52
－
１
１
１
２

※
緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
な
し

令
和
６
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
人
は
期
間
内
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者
＝
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

① 

三
股
町
ま
た
は
都
城
市
出
身
で
、
保
護

者
が
三
股
町
ま
た
は
都
城
市
に
居
住
し

て
い
る
人

② 

令
和
６
年
４
月
に
学
校
教
育
法
に
規
程

す
る
大
学
院・大
学
ま
た
は
短
期
大
学
、

専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
進
学
ま
た
は

在
学
中
の
人

③ 

学
業・人
物
と
も
に
優
秀
か
つ
健
康
で
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
人

●
募
集
人
員
＝
30
人
程
度

●
貸
与
金
額
＝
３
万
円
ま
た
は
５
万
円

※
い
ず
れ
も
月
額
、無
利
子
貸
与

●
申
し
込
み
方
法
＝

９
月
上
旬
か
ら
配
布
す
る
募
集
要
項
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項
は
次
の

場
所
で
配
布
し
ま
す
。

町
役
場
教
育
課・都
城
育
英
会
事
務
局・

都
城
市
役
所
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
・

各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
・
三
股
町
と
都
城

市
の
各
高
校
お
よ
び
都
城
高
専

●
申
込
期
間
＝

10
月
２
日（
月
）～
13
日（
金
）

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
城
市
教
育
委
員
会
内

公
益
財
団
法
人
都
城
育
英
会
事
務
局

☎
25
－
８
５
４
５

町
で
は
毎
年
、
町
の
文
化
の
向
上
・
発

展
に
多
大
な
貢
献
が
あ
り
、学
術
・
芸
術
・

技
術
・
体
育
の
各
部
門
の
功
績
が
特
に

著
し
い
個
人
お
よ
び
団
体
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。

今
年
も
11
月
３
日（
金
・
祝
）の
文
化

の
日
に
表
彰
式
を
開
催
す
る
た
め
に
、
選

考
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
対
象
者
の
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
各
部
門
に
お
い
て
、

皆
さ
ん
の
周
り
で
素
晴
ら
し
い
功
績
を
挙

げ
た
人
・
団
体
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
推

薦
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

表
彰
式
は
、
感
染
症
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
表
彰
の
種
類
＝
文
化
賞
、功
労
賞

● 

対
象
部
門
＝
学
術
・
芸
術
・
技
術
・
体

育
の
４
部
門

● 

表
彰
範
囲
＝

町
内
在
住
者
、
出
身
者
ま
た
は
縁
故
者

や
町
内
所
在
の
団
体

● 

選
考
方
法
＝

「
文
化
賞
等
選
考
審
査
会
」を
設
け
、審

査
し
ま
す
。

●
推
薦
書
の
提
出
先
＝
町
立
文
化
会
館

※ 

推
薦
書
用
紙
は
町
立
文
化
会
館
に
あ
り

ま
す
。

●
提
出
期
限
＝
８
月
31
日（
木
）

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
立
文
化
会
館

☎
51
－
３
４
６
２

　

｢
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証｣

が
、８

月
１
日（
火
）
か
ら
切
り
替
わ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、７
月
下
旬
に
郵
送
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
、
無
く

し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
人
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
民
保
健
課　
国
保
年
金
係

☎
52
－
９
６
３
１

８
月
下
旬
か
ら
９
月
初
旬
に
か
け
て
、

次
の
年
齢
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
敬
老
祝
い

金
を
支
給
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
通
知
を

送
り
ま
し
た
の
で
、
支
給
年
齢
の
人
で
通

知
が
来
な
い
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
対
象
年
齢
は
、
令
和
４
年
７
月
２
日

か
ら
令
和
５
年
７
月
１
日
ま
で
の
期
間
の

満
年
齢
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

高
齢
者
支
援
課　
介
護
高
齢
者
係

☎
52
－
９
０
６
２

県
で
は
、
夏
休
み
な
ど
で
家
族
や
友
だ

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
が
多
い
８
月
を

｢

人
権
啓
発
強
調
月
間｣

と
定
め
、県
と
全

市
町
村
で
人
権
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
学
校
、
家
庭
や
地
域

で
人
権
尊
重
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
に
つ

い
て
ぜ
ひ
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●�｢

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
リ
レ
ー
啓
発
展｣

を
開
催
し
ま
す

県
で
は
、
人
権
啓
発
の
パ
ネ
ル
展
示

を
全
市
町
村
で
リ
レ
ー
し
て
実
施
す
る

｢
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
リ
レ
ー
啓
発
展｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
次
の

日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
開
催
期
間
＝
９
月
27
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
～
10
月
６
日（
金
）

●
開
催
場
所
＝
町
立
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課　
生
涯
学
習
係

☎
52
－
９
３
１
１

内
閣
府
で
は
、今
後
の
防
災
対
策
に
活

か
す
た
め
、
日
ご
ろ
の
防
災
意
識
や
対

策
な
ど
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
て
し

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
の
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ

ひ
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通
し

て
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
防
災
意
識
を
高

め
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
へ
の
備
え
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
回
答
フ
ォ
ー
ム
＝

回
答
は
こ
ち
ら
か
ら

で
き
ま
す
。→

●
実
施
期
間
＝
８
月
31
日（
木
）ま
で

●
注
意
点
＝

・
回
答
は
１
人
１
回
限
り
で
す
。

・ 

回
答
の
途
中
で
、
回
答
状
況
を
一
時
保

存
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

内
閣
府　
政
策
統
括
官
付

　
　
　
　
参
事
官
付

少
子
・
高
齢
化
の
進
行
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
空
き
家
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
町
で
は
次
の
と
お

り
空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
空

き
家
に
関
す
る
諸
問
題
や
相
続
に
関
す
る

知
識
の
普
及
を
図
り
、
管
理
不
全
な
空
き

家
の
増
加
抑
制
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
や

相
続
予
定
の
人
、
関
心
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
８
月
17
日（
木
）午
前
10
時
～

　
　
　
　
正
午

● 

内
容
＝
空
き
家
に
関
す
る
諸
問
題
や
取

引
事
例
に
つ
い
て

●
講
師
＝
司
法
書
士
、宅
地
建
物
取
引
士

●
場
所
＝
町
役
場　
４
階

　
　
　
　
第
１
・
第
２
会
議
室

● 

申
し
込
み
方
法
＝
電
話
ま

た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※ 

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

都
市
整
備
課　
建
築
係

☎
52
－
９
０
６
６

高
齢
社
会
が
進
む
中
、
介
護
の
仕
事
は

社
会
的
に
ま
す
ま
す
重
要
な
仕
事
と
な
っ

て
い
ま
す
。
介
護
職
で
働
く
人
は
増
え
て

い
ま
す
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
も

高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
介
護
の
資
格
、
技

術
や
経
験
を
持
つ
人
は
、
と
て
も
貴
重
な

存
在
で
す
。

そ
こ
で
、
国
は
介
護
福
祉
士
の
資
格
を

持
つ
人
の
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
届
出

制
度
を
平
成
29
年
４
月
に
創
設
し
ま
し

た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出
を
す
る
こ

と
で
、
介
護
に
か
か
わ
る
最
新
情
報
や
研

修
に
よ
る
ス
キ
ル
維
持
・
向
上
の
サ
ポ
ー

ト
、
就
労
支
援
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

届
け
出
が
で
き
る
資
格
・
研
修
は
、
介

護
福
祉
士
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
、
介

護
職
員
実
務
者
研
修
、
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
養
成
研
修
１
級
・
２
級
、
旧
介
護
職
員

基
礎
研
修
、
生
活
援
助
従
事
者
研
修
、
入

門
的
研
修
な
ど
で
す
。

愛
の
ご
寄
付

届
け
出
は
、ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
で
き
ま
す
。→

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

社
会
福
祉
法
人
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会

宮
崎
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
５
－
32
－
９
７
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ�

０
９
８
５
－
27
－
０
８
７
７

北
諸
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
で

は
、
農
業
経
営
を
行
っ
て
い
く
上
で
必
要

と
な
る
知
識
を
習
得
す
る
た
め
に
、
農
業

者
向
け
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
研
修
内
容
＝

①
ア
グ
リ
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

土
づ
く
り
、
病
害
虫
や
農
薬
な
ど
の
基

礎
的
な
知
識
を
学
び
ま
す
。

②
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

農
作
業
中
の
事
故
事
例
や
救
急
救
命
方

法
、
農
業
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
法

な
ど
を
学
び
ま
す
。

③
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

法
人
化
に
向
け
た
検
討
会
や
施
設
園
芸

に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
な
ど
を

学
び
ま
す
。

※ 

各
セ
ミ
ナ
ー
の
研
修
内
容
や
日
時
は
、県

農
業
・
水
産
業
ナ
ビ｢

ひ
な
た
Ｍ
Ａ
Ｆ
ｉ

Ｎ｣

で
確
認
す
る
か
、
北
諸

県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

北
諸
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
38
－
１
５
５
４

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

花は
な

原は
ら

八や

恵え

子こ

母
藏く
ら
元も
と
タ
キ

89

中
米

3
万
円

大お
お

村む
ら

悦え
つ

子こ

夫

稔み
の
る

87

上
米

3
万
円

藤ふ
じ

井い

直な
お

子こ

夫

健け
ん
二じ

郎ろ
う

85

上
新

3
万
円

小こ

牧ま
き

正ま
さ

子こ

夫

利と
し
美み

89

轟
木

5
万
円

川か
わ

崎さ
き

正し
ょ
う

一い
ち

父

國く
に

秀ひ
で

94

今
市

3
万
円

下し
も

西に
し

幸よ
し

和か
ず

母

光み
つ
子こ

94

上
米

5
万
円

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の
暴

力
に
関
す
る
相
談
窓
口

せら知おせら知お  

８
月
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
の
切
り
替
え
時
期
で
す

敬
老
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す

支
給
年
齢

祝
金
年
額

満
88
歳

１
万
円

昭
和
９
年
７
月
２
日
～

昭
和
10
年
７
月
１
日
が
誕
生
日
の
人

満
１
０
０
歳

２
万
円

大
正
11
年
７
月
２
日
～

大
正
12
年
７
月
１
日
が
誕
生
日
の
人

最
高
齢

３
万
円

８
月
は｢

人
権
啓
発
強
調
月
間｣

で
す
！

｢

地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査

に
係
る
住
民
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト｣

を
実
施
し
て
い
ま
す

｢

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー｣

の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す

離
職
介
護
福
祉
士
等
届
出
制
度

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

令
和
５
年
度
農
業
者
研
修
を
実

施
し
て
い
ま
す

令
和
６
年
度｢

都
城
三
股
み
ら

い
応
援
奨
学
金｣

の
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

｢

令
和
5
年
度
三
股
町
文
化
賞
・

功
労
賞｣

候
補
者
・
団
体
を
ご

推
薦
く
だ
さ
い
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※
予
約
が
必
要
で
す
。

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
生
の
歌
と
演
奏
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
８
月
29
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

｢

元
気
の
杜｣

大
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、ご
近
所
で
助
け
合
う
子

育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。“
依
頼
者

は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提
供
者
は
大

切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て
く
れ
る
”そ
ん

な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優
し
さ
や
喜
び
が
響

き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

地
域
の
人
に
甘
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
ま
ず

は
気
軽
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
利
用

す
る
に
は
事
前
に
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

〈
現
在
行
っ
て
い
る
援
助
活
動
〉

・ 

用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
の
子

ど
も
の
預
か
り

●
期
日
＝
９
月
７
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
４
年
８
月
生
ま
れ

　
　
　
　
令
和
５
年
６
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

２
～
３
か
月
児
＝
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

※ 

希
望
者
に
は
、お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養
相

談
も
実
施
し
ま
す
。
お
っ
ぱ
い
相
談
希

望
者
は
タ
オ
ル
３
枚
程
度
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

●
期
日
＝
８
月
24
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
４
年
１
月
生
ま
れ

● 

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※ 

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
歯
科
相

談
、栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
日
＝
９
月
14
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
３
年
２
月
生
ま
れ

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

祉福と健保祉福と健保

音
楽
を
通
し
て
、
親
と
子
ど
も
が一緒
に

遊
ぶ
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
８
月
21
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●
講
師
＝
中
村
順
子
先
生

　
　
　
　
（
音
楽
療
法
士
）

●
場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
元
気
の
杜
」
大
会
議
室

●
主
催
＝
宮
日
母
子
福
祉
事
業
団

※
予
約
が
必
要
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ｢

ふ
わ
ふ
わ
布

絵
本
の
会｣

の
手
作
り
の
作
品
を
使
っ
た
お

は
な
し
会
で
す
。

●
期
日
＝
８
月
22
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。

童
謡
か
ら
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
、ク
ラ
シ
ッ
ク
な

ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
の
世
界
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
９
月
11
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●
場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

｢
元
気
の
杜｣

大
会
議
室

●
講
師
＝
贄
田
泰
子
先
生（
フ
ル
ー
ト
）

　
　
　
古
賀
鈴
子
先
生（
ハ
ー
プ
）

●
主
催
＝
宮
日
母
子
福
祉
事
業
団

● 

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※ 

歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
希
望

者
に
は
こ
と
ば
の
相
談
も
実
施
し
ま
す
。

●
期
日
＝
８
月
31
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
対
象
者
＝
令
和
元
年
11
月
生
ま
れ

● 

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、検
尿

※ 

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
、
心
理
相
談
、こ
と
ば

の
相
談
、栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー｢

元
気
の
杜｣
の
中
に
あ
り
ま

す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子
ど

も
と
保
護
者
で
、
保
護
者
同
伴
が
原
則
で

す
。
開
放
日
は
月
曜
～
金
曜
の
午
前
９
時

～
正
午
と
、
午
後
１
時
～
３
時
で
、
開
放
日

に
合
わ
せ
て
、
毎
月
楽
し
い
行
事
や
教
室

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト
で
も
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。

　

｢

子
ど
も
と
遊
べ
る
場
所
を
探
し
て
い
る｣

｢

お
友
達
を
つ
く
り
た
い｣

保
護
者
は
、ぜ
ひ

親
子
で
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
？

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

赤
ち
ゃ
ん
健
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

子
ど
も

・
児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育
施
設
への
送
迎
な
ど

● 

利
用
料
金
＝
町
が一
人
目
の
み
１
時
間

３
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
ス
ト

レ
ッ
チ
や
音
楽
に
あ
わ
せ
な
が
ら
歩
く
動
作

を
中
心
と
し
た
運
動
を
し
ま
す
。
運
動
を

始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
８
月
21
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

● 

持
っ
て
く
る
も
の
＝
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、

タ
オ
ル
、水
分

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

８
月
10
日
が
８
１
０（
ハ
ー
ト
）と
読
み

取
れ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
日
は｢

健
康
ハ
ー
ト

の
日｣

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

心
臓
病
は
単
に
高
齢
に
よ
る
も
の
だ
け
で

な
く
、
生
活
習
慣
に
原
因
が
あ
る
ケ
ー
ス
も

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、

若
者
や
働
き
盛
り
の
壮
年
層
に
と
って
も
無

視
で
き
な
い
病
気
で
す
。
心
臓
病
の
危
険
因

子
に
は
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
肥
満
、
糖
尿

病
や
喫
煙
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
危
険
因
子
を
軽
減
す
る
に
は
、日

常
生
活
を
見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

｢

健
康
ハ
ー
ト
の
日｣

は
こ
う
し
た
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
血
圧
な
ど
を
チ
ェッ
ク
す
る

こ
と
で
、
暑
い
夏
の
日
を｢

こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
休
日｣

と
な
る
よ
う
願
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し

ょ
う
。が

ん
患
者
・
家
族
な
ど
、ど
な
た
で
も
気

兼
ね
な
く
自
由
に
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

交
流
の
場
で
す
。

●
日
時
＝
９
月
21
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

※
予
約
が
必
要
で
す
。

●
対
象
者
＝
が
ん
患
者
、家
族
な
ど

●
場
所
＝
国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

●
申
込
先
＝

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０－４
１
１－３
２
９

　
（
平
日
の
午
後
５
時
ま
で
）

日
々
の
生
活
の
中
で
、
運
動
や
食
事
に
気

を
付
け
る
人
は
多
く
い
ま
す
が
、口
の
中
の

ケ
ア
も
意
識
し
て
い
ま
す
か
。

口
腔
内
を
清
潔
に
す
る
こ
と
は
年
齢
に

関
係
な
く
大
切
な
こ
と
で
す
が
、加
齢
と
と

も
に
唾
液
の
分
泌
が
少
な
く
な
っ
た
り
、口

の
中
が
乾
燥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な

る
と
、口
の
中
の
自
浄
作
用
が
低
下
し
て
汚

れ
や
す
く
な
り
、
食
べ
物
の
飲
み
込
み
に
も

障
害
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

一　
般

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

口
腔
環
境
は
全
身
の
健
康
と
密
接
に
関

係
し
て
い
て
、
虫
歯
や
歯
周
病
な
ど
だ
け
で

な
く
、
飲
み
込
み
が
不
十
分
な
こ
と
で
起
こ

る
誤ご

嚥え
ん
性
肺
炎
や
、口
の
中
の
細
菌
が
傷
口

か
ら
入
り
こ
む
こ
と
で
感
染
症
な
ど
を
引

き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

口
の
機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

歯
磨
き
な
ど
に
加
え
、
食
べ
物
を
し
っ
か
り

か
む
、日
々
の
生
活
に
口
腔
体
操
を
取
り
入

れ
る
な
ど
と
い
っ
た
口
腔
ケ
ア
を
意
識
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

上
手
く
食
べ
物
を

噛
め
な
い
、
飲
み
込

み
づ
ら
い
な
ど
の
違

和
感
が
あ
る
場
合
は

早
め
に
か
か
り
つ
け

の
歯
科
医
師
に
相
談

を
し
ま
し
ょ
う
。

親
子
教
室（
音
楽
の
広
場
）

１
歳
６
カ
月
児
健
診

２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

３
歳
児
健
診

親
子
教
室「
音
楽
リ
ズ
ム
」

利
用
時
間

１
時
間
当
た
り
の
利
用
料

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時

３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
、
夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

子
ど
も
１
人
目
の
み

５
０
０
円

兄
弟
利
用
２
人
目
か
ら

４
０
０
円

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

８
月
10
日
は
日
本
心
臓
財
団
が
定

め
る『
健
康
ハ
ー
ト
の
日
』で
す

お
し
ゃ
べ
り
が
ん
サ
ロ
ンルピ

ナ
ス

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
８
６
３
４・９
０
６
３

口
腔
ケ
ア
を
意
識
し
て
い
ま
す

か
？

足もと元気教室
●日程＝８月15日～９月14日までの分
地区名 時間 場所 日程

1地区 午前９時30分～11時 第1地区分館
８月18日（金）

９月１日（金）

2地区 午後１時30分～３時 2地区交流プラザ ９月７日（木）

3地区 午後１時30分～３時 第3地区分館 ９月14日（木）

4地区 午前９時30分～11時 第4地区分館 ８月16日（水）

5地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 ８月17日（木）

蓼池 午前９時30分～11時
第６地区分館 ８月17日（木）

蓼池児童館 ９月７日（木）

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター ９月６日（水）

餅原 午前９時30分～11時 餅原営農研修館 ８月21日（月）

三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター ８月16日（水）

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
８月23日（水）

９月13日（水）

今市 午前９時30分～11時 今市児童館 ９月４日（月）

下新
午後１時30分～３時

第7地区分館
８月18日（金）

午前９時30分～11時 ９月８日（金）

8地区 午前９時30分～11時 8地区分館 ８月25日（金）

9地区 午後１時30分～３時 9地区分館
８月23日（水）

９月13日（水）

● 準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分補
給用の飲み物

※  8 月 1 日～ 14 日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照く
ださい。
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交通事故（人身）発生ワースト順位�◎県内第８位／令和５年５月31日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

情のしらく　 報情のしらく 報

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ●税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和５年７月1日現在） ◦男／11,947人◦女／13,523人◦合計／25,470人（前月比－34人）
◦世帯数／10,369戸（－13戸）◦出生／14人◦死亡／19人◦転入／44人◦転出／73人

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕

★コロナウイルス対策により、急きょ休館になる場合があります。ホームページでご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
可燃物 可燃物

６ ７ ８ ９ 10 11
山の日

12
可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物
図書館休館日

13 14 15 16 17 18 19
可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

20 21 22 23 24 25 26
可燃物
図書館休館日

可燃物 不燃物 可燃物

27 28 29 30 31
可燃物
図書館休館日

可燃物

8月 5月

二次元コードを
読み込むと町の
公式ホームペー
ジのアドレスが
表示されます。

休日急患診療機関

※ 休日急患診療機関の診療時間は午前9時～午後6時です。やむを得ず変更
する場合がありますので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間
急病センター☎36-8890まで）。なお歯科については☎25-4100にお問
い合わせください。

日 病院名 町　名 電話番号

６日

政所医院（小・内） 高 城 町 ☎58-2171
城南病院（内） 大 王 町 ☎23-2844
長倉医院（内） 三 股 町 ☎52-2109
吉松病院（外・整） 蔵 原 町 ☎25-1500
きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） 吉 尾 町 ☎38-7300
いそいち産婦人科医院（産・婦） 平 塚 町 ☎22-4585

11金

志々目医院（内・小） 山之口町 ☎57-2004
冨田医院（内） 栄 町 ☎23-4586
田中隆内科（内・泌） 三 股 町 ☎52-0301
柳田病院（脳・外） 東 町 ☎22-4862
速見泌尿器科医院（泌） 妻ケ丘町 ☎24-8344
たき心療内科クリニック（心内・精・神内） 若 葉 町 ☎46-9191

13日

有馬医院（内・小） 上長飯町 ☎23-2610
鵜木循環器内科医院（循・内） 花 繰 町 ☎26-0008
いづみ内科医院（内） 鷹 尾 ☎22-7111
とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） 三 股 町 ☎52-1135
なかむら整形外科クリニック(整) 平 江 町 ☎36-5333
中山産婦人科医院（産・婦） 前 田 町 ☎23-8815

14月

はしぐち小児科（小） 都 原 町 ☎24-5500
ベテスダクリニック（内） 年 見 町 ☎22-1700
瀬ノ口内科放射線科医院（内） 都 原 町 ☎25-7780
吉見クリニック（外・整・内） 高 城 町 ☎58-5633
酒井皮膚科医院（皮） 北 原 町 ☎25-5322
もりぞの耳鼻咽喉科（耳鼻） 甲斐元町 ☎36-6036

15火

MKクリニック（小） 早 鈴 町 ☎51-6777
野辺医院（内・胃） 上　 町 ☎22-0153
海老原内科（内） 山 田 町 ☎64-1211
安藤胃腸科外科医院（消・外・内） 豊 満 町 ☎39-2226
寺本整形外科医院（整） 北 原 町 ☎22-1171
小山田眼科医院（眼） 松 元 町 ☎22-0710

20日

共立医院（内・小） 蔵 原 町 ☎22-0213
松山医院（内・呼・リウ） 上 川 東 ☎24-1046
みしま内科クリニック（内・循） 三 股 町 ☎51-8100
都北ごとうクリニック（外・消・呼・乳・肛） 都 北 町 ☎38-6060
石井皮膚科医院（皮） 蔵 原 町 ☎23-4588
武田産婦人科医院（産・婦） 蔵 原 町 ☎22-0336

27日

ふくしまクリニック（内・消・小） 下 川 東 ☎46-5001
坂元医院（内・胃） 牟 田 町 ☎22-0360
ホームクリニックみまた（内・呼） 三 股 町 ☎52-1348
三州病院（外・胃・内） 花 繰 町 ☎22-0230
いき形成外科ひふ科クリニック(形・皮) 年 見 町 ☎45-0020
吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） 鷹 尾 ☎21-4133

8月

８月３１日（木）は納付期限です
●町県民税（第２期）
●国民健康保険税（第２期）

口座振替は８月25日（金）が振替日です。やむを得ず引
き落しされなかったときは、９月 11日（月）に再振替を行い
ます。前日までに預貯金口座の残高確認および入金をお
願いします。

また、解約などで口座振替ができなかった場合は、「口
座振替不能用の納付書」を送付します。納付書に記載さ
れている納付場所で納めてください。
■お問い合わせ＝納税管理係　☎52-9635
納期内納付にご協力ください

納税の本来の姿は、定められた納期限までに、納税義
務者が税金を自主的に納めることです。

仮に、定められた納期限までに町税を納めず滞納の状
態にあれば、町は滞納者に対して督促状などを送付し、納

税を促すことになります。
町税を滞納したままでいると、町は納期内に納めた納税

者との公平性を保つため、また町税を確保するために、や
むを得ず滞納者の不動産・給料などの財産を差し押える

「滞納処分」を行うことになります。
納期限までに納税者の皆さんが自主的に納めていただ

きますようお願いします。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634

「納税相談」をご利用ください
税金は納期限内に納めていただくことが原則ですが、

「やむを得ない特別な事情があって納期限内に納税でき
ない」「一度に納めることが難しい」といった場合には、ご
相談ください。

また、納税について分からないことがある場合も気軽に
ご相談ください。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634

町では、公式LINE
を運用しています
町では、昨年９月からLINE公
式アカウントの運用を開始して
います。
町からさまざまな情報をお届
けしますので、ぜひ友だち登
録をお願いします。
詳しくは、町公式サイトをご確
認ください。

●
消
防
団
と
は
？

消
防
署
が
常
勤
の
消
防
職
員
に
よ
る
消

防
機
関
で
あ
る
の
に
対
し
、
消
防
団
は
普

段
は
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
の
人
た
ち
が
、
火

災
・
風
水
害
・
震
災
時
に
消
防
団
員
と
し

て
消
防
活
動
を
行
う
非
常
備
の
消
防
機
関

で
す
。

　

｢

自
ら
の
地
域
は
自
ら
が
守
る｣
と
い

う
精
神
に
基
づ
き
、
災
害
発
生
時
に
は
、

自
宅
ま
た
は
職
場
な
ど
か
ら
出
動
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
は
、
消
防
組
織

法
に
基
づ
い
て
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
、

地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
平
常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
地
域
に

密
着
し
、
住
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
と

い
う
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

●
消
防
団
員
と
は
？

消
防
団
の
構
成
員
で
あ
る
団
員
は
、
権

限
と
責
任
を
有
す
る
非
常
勤
特
別
職
の

地
方
公
務
員
で
す
。
一
方
で
他
に
本
業
を

持
ち
な
が
ら
、
自
ら
の
意
思
に
基
づ
く
参

加
、
す
な
わ
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の

立
場
で
も
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
股

町
消
防
団
は
、
８
つ
の
部
お
よ
び
ラ
ッ
パ

隊
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
度
に
は
、
新
た
に
女
性
消
防
団
員
の
募

集
を
行
い
、
現
在
、
10
人
が
機
動
本
部
女

性
班
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
消
防
団
の
活
動
は
？

消
防
団
の
活
動
は
、
災
害
現
場
で
の
消

火
を
は
じ
め
、
地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た

大
規
模
災
害
発
生
時
の
救
助
・
救
出
、
警

戒
巡
視
、
避
難
誘
導
、
災
害
防
御
な
ど
非

常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
災
害
対
応

に
備
え
、
日
頃
か
ら
操
作
訓
練
や
機
器
点

検
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
常
時

に
お
い
て
も
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
火
災
予
防
の
呼
び
掛
け
や
交
通
安

全
や
防
犯
活
動
な
ど
地
域
に
お
け
る
消

防
力
・
防
災
力
の
向
上
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

三
股
町
の
消
防
団
を
紹
介
し
ま
す

部 区域 団員数/定員数
機動本部 町内全域 33名/33名

1部 山王原、仲町、東原、稗田、植木 19名/19名
2部 上米、中米、谷、櫟田 21名/21名
3部 大鷺巣、小鷺巣、寺柱、高畑 15名/15名
4部 梶山、田上 17名/17名
5部 大野、仮屋、轟木 15名/15名
6部 勝岡、三原、前目、餅原、蓼池 23名/23名
7部 上新、下新、今市、中原、花見原 17名/17名

ラッパ隊 10名/10名
合計 170名/170名

友だち登録は
こちらから⬆ 町公式サイトは

こちらから⬆
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POST CARD

お手数ですが
63 円切手を
貼ってお出し

ください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

期日＝開催未定
次回のみまたん駅前よかもん朝市�

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係�行

2023.８　vol.636

●
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
お
店「
ま
き
の
屋
」

今
回
は
、
約
２
年
前
か
ら
よ
か
も
ん

や
に【
鶏
の
炭
火
焼
】
や【
国
産
の
お

肉（
冷
凍
）】な
ど
を
並
べ
て
い
た
だ
い

て
い
る「
ま
き
の
屋
」さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
ま
き
の
屋
さ
ん
は
、
三
股
町

の『
ふ
る
さ
と
納
税
』に
も
商
品
提
供

さ
れ
て
い
る
、
精
肉
・
お
弁
当
・
惣
菜

の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
専
門
店
で
す
。【
鶏

の
炭
火
焼
】は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、【
日

替
わ
り
弁
当
】や【
サ
ラ
ダ
】の
他
、
郷

土
料
理
の【
が
ね
】・【
鶏
刺
し
】・【
油

み
そ
】な
ど
メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
す
。

お
米
は
、自
家
栽
培
米〈
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
〉

を
使
用
。
前
日
ま
で
に
予
約
す
れ
ば
お

弁
当
や
オ
ー
ド
ブ
ル
を
予
算
に
応
じ
て

作
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
パ
ー

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信

ん
じ
ゃ
様

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

定
休
日
／
毎
週
木
曜
日

Ｕ
－
17
日
本
代
表
に
選
出

｢

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
小
学
２
年

生
の
と
き
か
ら
、
夢
は
プ
ロ
に

な
っ
て
日
本
代
表
に
選
ば
れ
る
こ
と
で

し
た｣

と
話
す
高
岡
さ
ん
は
、
ず
ば
抜
け

た
ス
ピ
ー
ド
と
得
点
力
を
武
器
に
、
こ
れ

ま
で
に
も
小
学
５・
６
年
生
で
県
選
抜
に

選
出
さ
れ
た
り
、
中
学
校
の
と
き
に
は
九

州
大
会
で
３
位
の
成
績
を
残
す
な
ど
、
ス

ト
ラ
イ
カ
ー
と
し
て
活
躍
を
続
け
て
き

た
。
状
況
が
一
変
し
た
の
は
今
年
３
月

の
こ
と
。
Ｕ
ア
ン
ダ
ー

－
17
日
本
代
表
に
召
集
さ

れ「
Ａ
Ｆ
Ｃ�

Ｕ
17
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ�

タ
イ

２
０
２
３
」に
出
場
し
た
。「
ほ
か
の
誰
で

も
な
い
自
分
の
名
前
が
入
っ
た
青
い
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
に
袖
を
通
し
た
と
き
、
う
れ
し

さ
と
同
時
に
結
果
を
残
す
ん
だ
と
心
が
燃

え
る
の
を
感
じ
ま
し
た
」と
話
す
と
お
り
、

準
々
決
勝
で
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
を

引
き
寄
せ
る
決
勝
ゴ
ー
ル
を
決
め
る
な

ど
、
日
本
の
大
会
連
覇
に
貢
献
し
た
。
し

か
し
、
今
は
ま
だ
通
過
点
。
普
段
の
冷
静

さ
と
ピ
ッ
チ
上
で
の
情
熱
的
な
プ
レ
ー
を

持
ち
味
に
、
世
界
で
活
躍
す
る
ス
ト
ラ
イ

カ
ー
を
目
指
し
て
躍
動
を
続
け
る
。

テ
ィ
ー
な
ど
に
い
か
が
で
す
か
？

●
夏
ギ
フ
ト
展
開
中

よ
か
も
ん
や
で
は
、
中
央
コ
ー
ナ
ー

で
夏
ギ
フ
ト
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特

産
品
を
詰
め
合
わ
せ
た
ギ
フ
ト
や
、
ス

タ
ッ
フ
お
す
す
め
ギ
フ
ト
な
ど
い
ろ
い

ろ
と
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
客
様
の
ご
予
算
・
用
途
に
合
わ
せ
て

詰
め
合
わ
せ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

http://mimatan.com

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や　
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

だ
よ
り

７月７日、御年神社の六月灯に取材
に行きました。伺ったのは午後６時ご
ろ。暗くなる前で、まだ人もまばらで
す。黒木禰宜（ねぎ）から、一番大き
い絵灯籠は、宮村小の６年生が描いた
んですよと教えてもらっていたので、
それらしい年代の子どもたちに話しか
けると｢６年生です！｣と元気のいい返
事。早速写真を撮らせてもらうと「あ！
男子も一緒に撮りたいんですけど、大
丈夫ですか？」と聞かれたので「もち
ろん！そろったら教えてください」と答
えました。しばらくすると「写真撮って
ください！」と声を掛けられて撮影した
のが表紙の写真です。残念ながら、６
年生全員ではありませんでしたが、ワ
イワイと話をしながらポーズを決める
皆さんを見て、私も勝手に楽しい時
間を過ごしていました。〈や〉

茶じょけ

発行・編集／三股町��総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL�0986-52-1111（代表） 
FAX�0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和５年８月１日号No.636

わが家の一番星わが家の一番星

わが家の一番星�町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
ご長寿万歳 町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申
込書に写真を添えてお申し込みください。
※ 「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。

また町公式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス… https://www.town.mimata.lg.jp）

脇わ
き

元も
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涼す
ず

那な

ち
ゃ
ん

令
和
２
年
６
月
８
日
生
ま
れ（
３
歳
）

脇
元
圭
吾
さ
ん・茜
さ
ん
の
長
女

ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
の
笑
顔
が
可
愛
い
す
ず

ち
ゃ
ん
。
沢
山
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
て

い
つ
も
助
か
っ
て
る
よ
♥
あ
り
が
と
う
♥

ご
飯
を
食
べ
る
事
が
大
好
き
な
丈
く

ん
。
出
来
る
事
が
増
え
て
き
て
成
長
を

嬉
し
く
思
い
ま
す
♥
す
く
す
く
大
き
く

な
っ
て
ね
♥

脇わ
き

元も
と 

　
丈じ

ょ
う

ち
ゃ
ん

令
和
４
年
６
月
６
日
生
ま
れ（
１
歳
）

脇
元
圭
吾
さ
ん・茜
さ
ん
の
次
男

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
172

中
原
在
住 

高た
か

岡お
か 

伶れ
ん

颯と

（
16
）さ
ん

若
き
サ
ム
ラ
イ
、ピ
ッ
チ
を
駆
け
る

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

毎 月19日 は
食 育 の 日

町の栄養士から

8月の旬の食材
・イカ
・パプリカ
・オクラ

※材料は全て1人分です

❶�主食/ごはん
252㌔㌍　塩分0㌘
材　料　ごはん…150㌘

❷�主菜/イカのニンニク炒め
165㌔㌍　塩分1.5㌘
材　料　�イカ…60㌘、アサリ(殻なし)…25㌘、バター…小

さじ１、ニンニク…1/2片、赤パプリカ…40㌘、黄
パプリカ…40㌘、玉ネギ…30㌘、バター…小さじ
１、▲オイスターソース…小さじ1/2、▲こしょう
…少々

作り方　�①イカを食べやすい大きさに切る。
� ②�フライパンにバターを熱し、イカとアサリを火が

通るまで炒め、お皿にとる。
� ③�ニンニクを粗みじん切り、パプリカを乱切りに、

玉ネギを２㌢程度の角切りにする。
� ④フライパンにバターを熱し、③の野菜を炒める。
� ⑤�火が通ってきたら、②をフライパンに戻し、▲を

入れて炒め合わせる。
❸�副菜/ブナシメジとオクラのサラダ
27㌔㌍　塩分0.3㌘
材　料　�ブナシメジ…40㌘、オクラ…20㌘、◆レモン果汁

…小さじ２、◆ごま油…小さじ1/3、◆塩…小さじ
1/20

作り方　�①�ブナシメジは石づきを切り、ほぐして電子レンジ
500ｗで２分程度加熱する。

� ②�オクラの表面に塩（分量外）をぬり、まな板など
で板ずりをする。

� ③�鍋に水を入れて沸騰させ、②のオクラを入れて
さっと茹でる。

� ④オクラのガクの皮をむき、斜め切りにする。
� ⑤�◆を混ぜ合わせ、ブナシメジとオクラを入れて混

ぜ合わせる。
❹�副菜/中華スープ
9㌔㌍　塩分0.6㌘
材　料　�モヤシ…20㌘、ニラ…20㌘、水…150㍉㍑、�鶏ガラ

だし…小さじ2/5、いりごま…少々
作り方　�①�ニラを一口大に切る。
� ②鍋に、水を沸騰させ、ニラとモヤシを入れる。
� ③②の鍋に鶏ガラだしを入れ、火が通るまで煮る。
� ④いりごまを入れる。

❺�もう一品/フルーツポンチ
116㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�ミカン（缶詰）…30㌘、バナナ…20㌘、キウイフ

ルーツ…30㌘、ぶどうゼリー…30㌘、▼サイダー
…100㍉㍑、▼レモン果汁…10㌘

作り方　�①�バナナとキウイフルーツの皮をむき、食べやす
い大きさに切る。ぶどうゼリーも食べやすい大
きさに切る。

� ②▼を混ぜ合わせ、冷やしておく。
� ③�器に①の果物とぶどうゼリーを入れ、②を流し

入れる。

鶏の炭火焼・国産お肉（冷凍）
内容・価格は店頭にて
／生産者まきの屋

❶❶

❷❷

❸❸

❹❹
❺❺
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